
（１）ひと結び 

①立木などにひと巻きし、輪っかに通して 

 結び目を締める。 

 
②完成。端は最低でも１０ｃｍは残しておく 

こと。短すぎると、信頼性が低下する。 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 
 



 （２）ふた結び 

 ①立ち木などにひと結びする。 

 ② ①を繰り返し、結び目を強く締める。 

 
 ③完成。ロープ側へのテンションがかかって 

いれば、ゆるむ心配はほとんどない。 

テンションがなると、結び目が緩くなるの 

で注意。端はやはり１０ｃｍ程残しておく。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 



 （３）ねじり結び 

①立ち木などにひと結びする。（強く締めない） 

②輪っかにロープの端を何回も巻き込んでいく。 

 
③ロープとロープの端を引き、結び目を締める。 

④完成。ロープ側へのテンションがかかって 

いれば、ゆるむ心配はほとんどない。 

テンションがなると、結び目が緩くなるの 

で注意。端は１０ｃｍ程度残しておく。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（４）よろい結び 

  ①輪っかを作り、矢印方向へもっていく。 

 
  ②矢印方向に掴んだロープを引っ張って締める。 

 
  ③完成。大きさの固定した輪っかができる。 

 
 

 

   
 

 

 

 

 
 



（５）本結び 

  ①右手のロープを上にして、片結び 1 回。 

 
  ②右手のロープを下にして、片結び 1 回。 

 
  ③両端を引っ張って、強く締める。 

 
  ④完成。出るところと入るところが同じで、 

   ほどけない。（和服の帯締め） 

 
 

 
 

 

 
 



 （６）一重つぎ結び 

   ①ロープを輪にして人差し指を添えて持つ。 

   ②もう 1 本のロープを輪の下から上へ出して、 

    人差し指ごと巻きつける。 

 
   ③ひと巻きしたら人差し指に沿って差し入れて、 

    強く締める。 

 
   ④完成。ほどく時が簡単。 

    

 
 



 （７）テグス結び 

   ①ひと巻きしたロープに、もう 1 本のロープを 

    通し、止め結びの形にする。 

   ②最初のロープの元と端を強く引っ張り締める。 

 
   ③通した方のロープも同じ要領で結び、締める。 

 
   ④完成。釣り糸のテグスのように、丈夫な 

結び目になる。 

    

 

 

 

 

 
 

 



（８）巻き結び 

  ①×印をつくり、もうひと巻きする。 

  ②×印の下（ロープの 1 番下）に差し入れる。 

  ③完成。ほどけないよう、強く締める。 

  
    
 

  （末端に結ぶ方法） 

 ①          ② 
 

 

 

 

 

 

 ③ 
 

 

 

 

 

 

 

 



 （９）自在結び 

   ①ロープを張りながら、ひと結びを１回、 

    間隔をあけてもう１回結ぶ。 

 

   ②終わりはひと結びを二重にして、引き締める。 

 

   ③完成。結び目を移動させて、長さや張り具合 

を調節する。 

 

 

 



 （１０）もやい結び 

   ①ロープで輪っかを作り、端を下から通す。 

 
   ②ロープ元の後ろをひと回りさせ、再び輪っか 

の中に通す。 

 
   ③端を強く引いて、締める。 

   ④完成。輪っかの大きさが変わらない。 
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